


　平成19年第３回定例会が９月３日に開会さ
れ、吉野市長が市政の報告を行いました。

　

６
月
か
ら
今
日
ま
で
の
市
政
の
概

要
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

決
算
状
況

　

ま
ず
、
平
成
18
年
度
の
決
算
状

況
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
一
般
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、

実
質
収
支
２
億
４
，
３
５
８
万
５
，

０
０
０
円
の
剰
余
金
、
ま
た
国
民
健

康
保
険
ほ
か
７
特
別
会
計
に
つ
き
ま

し
て
も
、
お
の
お
の
剰
余
金
を
も
ち

ま
し
て
決
算
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

更
に
、
水
道
事
業
会
計
に
つ
き
ま

し
て
も
、
純
利
益
を
計
上
し
、
３
月

末
日
を
も
っ
て
決
算
を
終
え
て
お
り

ま
す
。

行
財
政
改
革

　

次
に
、
諸
事
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
最
重
要
課
題
で
あ
り

ま
す「
行
財
政
改
革
」に
つ
き
ま
し

て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま

え
、
５
月
に
策
定
し
た
集
中
改
革

プ
ラ
ン
に
よ
り
、
明
確
か
つ
着
実
な

目
標
設
定
に
基
づ
く
抜
本
的
な
改
革

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
本
プ
ラ
ン
で
は
、
職
員
の
定

数
を
平
成
18
年
度
と
比
べ
て
５
年
後

の
平
成
23
年
度
ま
で
に
65
人
削
減

し
、
更
に
事
務
事
業
の
見
直
し
な

ど
に
よ
り
５
年
間
で
約
１
８
億
７
，

０
０
０
万
円
の
財
政
効
果
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り「
歳
入

に
見
合
っ
た
歳
出
構
造
」へ
転
換
し
、

子
や
孫
に
借
金
を
残
さ
な
い
健
全
な

財
政
運
営
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。そ
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

広
報
五
條
７
月
号
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
り
、
市
民
の
皆
様
に
公

表
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

新
五
條
市
総
合
計
画

　

次
に
、「
新
五
條
市
総
合
計
画
」に

つ
き
ま
し
て
は
、
２
か
年
の
継
続
事

業
に
よ
り
鋭
意
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
年
度

に
お
き
ま
し
て
は
、「
総
合
計
画
策
定

審
議
会
」を
立
ち
上
げ
、
去
る
６
月

27
日
に
第
１
回
の
審
議
会
を
開
催

し
、
市
の
現
状
と
課
題
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
調
査
結
果
お
よ
び
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い
て
審
議
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

整
備
事
業

　

次
に
、
西
吉
野
・
大
塔
地
域
を
対

象
と
し
た「
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備

事
業
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
３
セ

ク
タ
ー
「
こ
ま
ど
り
ケ
ー
ブ
ル
」と

「
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
交

付
金
」を
活
用
す
べ
く
、
７
月
中
旬

に
国
へ
事
業
の
希
望
調
書
を
提
出
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、

県
・
関
係
機
関
お
よ
び
こ
ま
ど
り

ケ
ー
ブ
ル
株
式
会
社
に
対
し
事
業
要

望
を
行
い
、
事
務
調
整
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

京
奈
和
自
動
車
道

　

次
に
、「
道
路
行
政
」の
取
り
組
み

の
う
ち
、
京
奈
和
自
動
車
道
に
つ
き

ま
し
て
は
、
去
る
８
月
２
日
、
橋
本

東
イ
ン
タ
ー
か
ら
橋
本
イ
ン
タ
ー
間

が
暫
定
２
車
線
で
開
通
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
市
内
か
ら
高
野
口

イ
ン
タ
ー
間
が
走
行
可
能
と
な
り
、

和
歌
山
方
面
へ
の
利
便
性
が
向
上
い

た
し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、

大
和
・
御
所
道
路
の
御
所
区
間
の
早

期
開
通
に
向
け
て
国
へ
働
き
か
け
て

ま
い
り
ま
す
。

国
道
24
号
拡
幅
整
備

　

次
に
、
国
道
24
号
拡
幅
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
本
陣
交
差
点
か
ら
市

役
所
下
交
差
点
ま
で
の
１
工
区
は
、

地
権
者
・
居
住
者
の
ご
理
解
を
得
て
、

複
数
の
契
約
締
結
に
至
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
は
、
ご
案
内
の
と
お
り
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
下
交
差
点

か
ら
裁
判
所
下
ま
で
の
２
工
区
は
、

地
権
者
・
居
住
者
等
に
説
明
会
を
開

催
し
用
地
交
渉
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
区

間
を
早
期
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
、

全
線
１
，
３
５
０
メ
ー
ト
ル
の
事
業

化
へ
の
弾
み
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
国
と
連
携
を
密
に
し
て
精
力

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

街
な
み
環
境
整
備
事
業

　

次
に
、
新
町
地
区
の「
街
な
み
環

境
整
備
事
業
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

伝
統
的
な
歴
史
の
町
並
み
を
継
承
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
住
環
境
を
目
指

し
、
平
成
10
年
度
か
ら
整
備
に
着
手

し
て
以
来
、
今
年
度
で
10
年
目
と
な

り
最
終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
で
は
す
で
に
７
件

の
修
景
施
設
整
備
に
着
手
し
、
更
に

防
火
水
槽
、
小
公
園
お
よ
び
市
道
新

町
線
の
道
路
維
持
修
繕
工
事
等
の
事

業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
去
る
５
月
27
日
、
こ
の
新

町
通
り
を
メ
イ
ン
会
場
に「
自
由
市

場
か
げ
ろ
う
座
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
で
15
回
を
数
え
、
手
作
り

産
品
の
展
示
・
販
売
、
ま
ち
か
ど
ラ

イ
ブ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

３
８
０
店
舗
の
出
店
、
約
５
２
，

０
０
０
人
の
来
場
者
の
も
と
、
一
日

中
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
て
お
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
し

て
、
新
町
通
り
の
町
並
み
を
知
っ
て

い
た
だ
く
好
機
で
あ
る
と
共
に
、
活

�市政の報告



議会 市政の報告
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。地

籍
調
査
事
業

　

次
に
、「
地
籍
調
査
事
業
」に
つ
き

ま
し
て
は
、
継
続
し
て
調
査
を
進
め

て
お
り
ま
す
西
阿
田
町
・
東
阿
田
町

の
各
一
部
地
区
お
よ
び
西
吉
野
町
宗

川
野
・
茄
子
原
の
各
一
部
地
区
の
２

地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
の

調
査
完
了
に
向
け
て
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
調
査
に
入
り

ま
し
た
二
見
１
丁
目
・
２
丁
目（
Ａ

地
区
）の
各
１
部
地
区
ほ
か
４
地
区

に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
の
円
滑
な

進し
ん

捗ち
ょ
く

を
図
る
た
め
の
地
元
推
進
委
員

会
を
設
置
し
、
関
係
者
の
立
ち
会
い

の
も
と
、
現
地
に
て
一
筆
調
査
を
計

画
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
来
年
度
以
降
事
業
に
着
手

予
定
を
し
て
お
り
ま
す
、
須
恵
１
丁

目
・
本
町
１
丁
目
、
３
丁
目
・
釜
窪

町
の
各
一
部
地
区
お
よ
び
今
井
３
丁

目
地
区
の
２
地
区
の
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

吉
野
川
ま
つ
り

　

次
に
、今
回
で
36
回
を
数
え
る「
吉

野
川
ま
つ
り
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

８
月
15
日
・
16
日
の
両
日
に
わ
た
り
、

大
川
橋
河
川
敷
一
帯
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
15
日
は
辯
天

宗
に
よ
り
ま
す
灯
ろ
う
流
し
と
花
火

を
、
16
日
は
夜
空
を
彩
る
レ
ー
ザ
ー

光
線
と
花
火
を
訪
れ
た
多
く
の
皆
様

に
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
南
都
乱
舞
～
み
だ
れ
ま

い
」な
ど
の
踊
り
も
行
わ
れ
、
会
場

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

両
日
共
に
、
事
故
も
無
く
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
、
実
行
委
員
会
を
は
じ
め
関
係
者

の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。外

国
青
年
招
致
事
業

　

次
に
、「
教
育
行
政
」の
取
り
組
み

の
う
ち
、「
語
学
指
導
等
を
行
う
外
国

青
年
招
致
事
業
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）と
し

て
、
ア
メ
リ
カ
出
身
の
エ
リ
ッ
ク
・

コ
ズ
ィ
オ
ー
ル
さ
ん
と
カ
ナ
ダ
出
身

の
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
カ
リ
ー
ク
さ

ん
が
８
月
か
ら
着
任
し
、
す
で
に
活

動
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

教
育
の
情
報
化

　

次
に
、
教
育
環
境
の
整
備
の
う
ち

「
教
育
の
情
報
化
」へ
の
取
り
組
み
に

つ
き
ま
し
て
は
、
老
朽
化
し
た
教
育

用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
の
入
れ
替

え
お
よ
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た

授
業
支
援
体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と

で
、
教
育
課
程
の
円
滑
な
運
用
、
時

代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
た
Ｉ
Ｃ

Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）環
境
の
整
備
を

行
い
、
す
べ
て
の
児
童
・
生
徒
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
来
年
２
月
末
の
完
成
を
目
指
し

事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
う
五
條
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
契

約
の
締
結
に
つ
き
ま
し
て
、
今
議
会

で
ご
審
議
を
お
願
い
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

野
原
小
学
校

耐
震
補
強
改
修
工
事

　

次
に
、「
野
原
小
学
校
耐
震
補
強
改

修
工
事
」に
つ
き
ま
し
て
は
、
学
校

建
物
は
児
童
等
が
一
日
の
大
半
を
過

ご
す
学
習
・
生
活
の
場
で
あ
る
と
共

に
、
災
害
時
に
お
け
る
地
域
住
民
の

応
急
避
難
場
所
と
な
る
な
ど
、
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
耐

震
性
の
確
保
を
図
る
べ
く
、
７
月
中

旬
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
10
月
下
旬

に
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

上
水
道
事
業

　

次
に
、「
水
道
事
業
」の
取
り
組
み

の
う
ち
、「
上
水
道
事
業
」に
つ
い
て

ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
２
年
前
か

ら
防
災
・
安
全
対
策
を
図
る
べ
く
準

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た「
岡
中

継
施
設
の
築
造
」に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
元
説
明
会
や
協
議
が
整
い
、
来
年

秋
の
完
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
上
水
道

施
設
の
大
部
分
を
占
め
る
管
路
等
は

地
中
に
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時

に
お
け
る
給
水
機
能
の
麻ま

痺ひ

等
が
危き

惧ぐ

さ
れ
る
た
め
、「
五
條
市
上
水
道
施

設
管
理
シ
ス
テ
ム
（
マ
ッ
ピ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
）」の
構
築
を
今
年
度
末
の
完

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業

　

一
方
、「
簡
易
水
道
事
業
」の
取
り

組
み
の
う
ち
、
大
塔
町
辻
堂
地
区
の

水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
、
調
査
設
計
等
に
着
手
す

る
と
共
に
、
国
庫
等
補
助
採
択
に
向

け
事
業
の
効
果
・
効
率
の
確
立
を
図

る
目
的
か
ら
、
現
在
、
事
前
評
価
委

員
会
の
設
置
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

水
道
料
金
の
未
納
対
策

　

次
に
、
水
道
料
金
の
未
納
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、納
付
窓
口
の
増
設
・

夜
間
納
付
相
談
等
を
実
施
し
、
こ
れ

に
よ
り
未
納
繰
越
額
は
前
年
度
に
対

し
て
１
０
．
７
５
パ
ー
セ
ン
ト
の
減

少
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
更

に
未
納
金
の
回
収
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。消

防
・
防
災
行
政

　

最
後
に
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す「
消
防
・

防
災
行
政
」に
つ
い
て
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

　

去
る
７
月
７
日
、
中
央
体
育
館
で

「
五
條
市
防
災
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催

し
、
耐
震
診
断
相
談
、
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）講
習
、
防
災

グ
ッ
ズ
の
展
示
、
映
画「
あ
り
が
と

う
」の
鑑
賞
な
ど
を
行
い
、
市
民
の

防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災
知
識
の
普

及
・
啓
発
を
図
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
川
橋
河
川
敷
で
は
、
震

度
６
強
の
地
震
に
よ
り
市
内
各
地
で

大
火
災
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
、
避

難
場
所
に
負
傷
し
た
市
民
が
あ
ふ
れ

て
い
る
と
い
う
想
定
で
、市
消
防
団
、

赤
十
字
奉
仕
団
お
よ
び
市
消
防
本
部

に
よ
り
ま
す
、
情
報
伝
達
訓
練
、
大

規
模
火
災
消
火
訓
練
、
応
急
手
当
訓

練
お
よ
び
非
常
食
炊
き
出
し
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
訓
練
を
通
し
て
、
地

震
な
ど
の
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る

防
災
機
関
相
互
の
連
携
の
重
要
性
お

よ
び
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し

た
。

　

更
に
、
市
職
員
を
対
象
に
、
災
害

時
に
お
い
て
有
効
な
通
信
手
段
と
な

る
携
帯
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
情
報
伝

達
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て

は
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
適

切
な
応
急
手
当
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
内
の
事
業
所
・
各
種
団
体

等
を
対
象
に
心
肺
蘇そ

生せ
い

法
や
大
出
血

時
の
止
血
法
を
中
心
と
し
た
普
通
救

命
講
習
を
実
施
し
、
救
命
率
の
向
上

と
効
果
的
で
効
率
的
な
救
急
体
制
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

以
上
が
主
だ
っ
た
事
業
の
概
要
で

あ
り
ま
す
。

�



議会 議決された議案
■
条
例
等

【
制　

定
】

▼
環
境
衛
生
施
設
周
辺
整
備
事
業
に
伴
う
集
会
所

設
置
条
例

　

・
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為
許
可
を
要
し

な
い
公
益
上
必
要
な
施
設
の
建
設
に
係
る
奈

良
県
の
審
査
基
準
が
強
化
さ
れ
た
た
め
、
北

山
町
集
会
所
、
越
替
町
集
会
所
、
西
久
留
野

町
集
会
所
の
設
置
及
び
管
理
に
関
し
て
必
要

な
事
項
を
定
め
る
。

　
（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

【
一
部
改
正
】

▼
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
五
條
市
長
の
資
産

等
の
公
開
に
関
す
る
条
例

　

・
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
郵

便
貯
金
法
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、「
郵
便
貯
金
」

関
連
の
語
句
を
削
除
す
る
。

　
（
19
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
）

▼
個
人
情
報
保
護
条
例

　

・
統
計
法
の
全
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
規
定
整

備

　
　
（
統
計
法
の
施
行
の
日
又
は
こ
の
条
例
の
公
布

の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
）

▼
公
園
条
例

　

・
５
万
人
の
森
公
園
を
新
設
す
る
た
め
。

　
　
（
19
年
10
月
14
日
か
ら
施
行
）

▼
市
営
住
宅
条
例

　

・「
公
営
住
宅
に
お
け
る
暴
力
団
排
除
に
つ
い
て
」

の
指
針
等
に
伴
う
所
要
の
規
定
整
備

　
　
（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

▼
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

　

・
議
員
の
定
数
を
15
人
と
す
る
。

　
　
（
21
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
し
、
同
日
以
後
初

め
て
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
る
一
般
選
挙
か

ら
適
用
）

　
　
［
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会
を
廃
止
：
９
月
18

日
］

【
変　
　

更
】

▼
奈
良
県
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
回
収
管
理
組

合
規
約

　

・
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
郵

便
貯
金
法
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、「
郵
便
貯
金
」

関
連
の
語
句
を
削
除
す
る
。

　
　
（
19
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
）

▼
土
地
開
発
公
社
定
款

　

・
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律

の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
郵

便
貯
金
法
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、「
郵
便
貯
金
」

関
連
の
語
句
を
削
除
す
る
。

　
　
（
奈
良
県
知
事
の
認
可
が
あ
っ
た
日
か
ら
施

行
）

■
予　

算

【
19
年
度
補
正
予
算
】

▼
一
般
会
計（
第
２
号
）

　

・
災
害
復
旧
工
事
費
、
住
宅
管
理
費
等
の
追
加
、

特
別
会
計
繰
出
金
の
減
額

	
	

３
０
，
４
８
０
千
円

▼
簡
易
水
道
特
別
会
計（
第
１
号
）

　

・
歳
入
予
算
の
う
ち
、
繰
入
金
と
簡
易
水
道
事

業
債
の
組
替
え

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
１
号
）

　

・
歳
入
予
算
の
う
ち
、
繰
入
金
と
下
水
道
事
業

債
の
組
替
え

▼
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
１
号
）

　

・
介
護
給
付
費
等
償
還
金
、
介
護
保
険
財
政
調

整
基
金
積
立
金
等
の
追
加

	
	

１
０
２
，
６
６
５
千
円

■
決　

算

【
18
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定
】

▼
一
般
会
計

　

実
質
収
支
額	

２
４
３
，
５
８
５
千
円

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

実
質
収
支
額	

２
３
３
，
７
３
４
千
円

▼
簡
易
水
道
特
別
会
計

　

実
質
収
支
額	

１
，
９
２
０
千
円

▼
老
人
保
健
特
別
会
計

　

実
質
収
支
額	

５
，
７
０
４
千
円

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

実
質
収
支
額	

０
円

▼
墓
地
事
業
特
別
会
計

　

実
質
収
支
額	

４
８
８
千
円

▼
介
護
保
険
特
別
会
計

　

実
質
収
支
額	

１
０
８
，
３
２
４
千
円

▼
大
塔
診
療
所
特
別
会
計

　

実
質
収
支
額	

３
，
４
７
８
千
円

▼
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

実
質
収
支
額	

８
８
５
千
円

▼
水
道
事
業
会
計

　
（
収
益
的
収
入
）	
８
１
０
，
２
５
５
千
円

　
（
収
益
的
支
出
）	

７
６
９
，
２
６
７
千
円

　

当
年
度
純
利
益	

３
７
，
１
０
１
千
円

　
（
資
本
的
収
入
）	

５
３
，
３
９
６
千
円

　
（
資
本
的
支
出
）	

３
５
５
，
７
０
２
千
円

　

資
本
的
収
支
で
不
足
す
る
額
は
、
当
年
度
分

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
、

当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
建
設
改
良
積

立
金
で
補
て
ん

■
人　

事

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命（
２
件
）

（
否
決
）

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

井
本
誓
晃（
い
も
と　

せ
い
こ
う
）さ
ん
（
田
園
５

丁
目
）の
任
命
に
同
意	

［
任
期
：
４
年
］

▼
監
査
委
員
の
選
任

川
元
憙
釋（
か
わ
も
と　

よ
し
と
き
）さ
ん
（
二
見

７
丁
目
）の
選
任
に
同
意	

［
任
期
：
４
年
］

▼
固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

榮
林
勝
美（
え
い
ば
や
し　

ま
さ
み
）さ
ん
（
岡

町
）の
選
任
に
同
意

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
推
せ
ん

小
松
靖
幸（
こ
ま
つ　

や
す
ゆ
き
）さ
ん
（
野
原
中

１
丁
目
）の
推
せ
ん
に
同
意	

［
任
期
：
３
年
］

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
推
せ
ん

川
北
敦
也（
か
わ
き
た　

あ
つ
や
）さ
ん
（
大
塔
町

殿
野
）の
推
せ
ん
に
同
意	

［
任
期
：
３
年
］

■
そ
の
他

▼
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託

契
約
の
締
結

　

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
小
・

中
学
校
の
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
を
更
新
す
る
。

　
　

契
約
金
額（
税
込
み
）

	
	

１
８
２
，
１
７
５
，
０
０
０
円

　
　

契
約
の
相
手
方　
　

大
阪
市
北
区
堂
島
浜　

扶
桑
電
通
株
式
会
社
関
西
支
店

※
備　

考

　

条
例
等
議
案
の
名
称
は
簡
略
に
し
て
い
ま
す
。

（
例
）

　

・
五
條
市
公
園
条
例⇒

公
園
条
例

　

・
平
成
19
年
度
五
條
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）⇒

一
般
会
計（
第
２
号
）

　

・
決
算
は
、
会
計
名
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

※
五
條
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
定
例
会
会

議
録
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
本
定
例
会
会
議
録
は
、
12
月
に
掲
載
し
ま

す
。）

�議決された議案



五條市長の資産等の状況を公開します
　政治倫理の確立のための五條市長の資産等の公開に関する条例に基づき、五條市長の資産等の概要を、市民の皆さ
んに公表します。

○五條市長の資産等報告書の内容（平成１９年４月２２日現在）
内　　　　　　　　　　　　　　　容 備　　　考

土　地

【所在】五條市野原西2丁目3055-44 【 面 積 】		 152.00㎡
【固定資産税の課税評価額】 1,097,186円
【所在】五條市野原西2丁目3055-45 【 面 積 】		 231.00㎡
【固定資産税の課税評価額】 1,667,435円
【所在】五條市野原西2丁目3055-42 【 面 積 】		 218.00㎡
【固定資産税の課税評価額】 1,203,282円
【所在】五條市野原西2丁目3055-43 【 面 積 】		 109.00㎡
【固定資産税の課税評価額】 601,641円
【所在】五條市近内町1389-2　　　 【 面 積 】 1,084.29㎡
【固定資産税の課税評価額】 2,383,269円
【所在】五條市近内町1389-6　　　 【 面 積 】 			66.00㎡
【固定資産税の課税評価額】		 145,068円
【所在】五條市丹原町623-1	　　　 【 面 積 】			 26.44㎡
【固定資産税の課税評価額】			 96,897円
【所在】五條市丹原町623-3	　　　 【 面 積 】		 249.38㎡
【固定資産税の課税評価額】		 914,040円
【所在】五條市丹原町623-4　	　　 【 面 積 】 			14.28㎡
【固定資産税の課税評価額】			 52,328円
【所在】五條市三在町1613-3　　　 【 面 積 】 1,004.00㎡
【固定資産税の課税評価額】	 9,092円
【所在】五條市近内町1407-1　　　 【 面 積 】 		320.34㎡
【固定資産税の課税評価額】		 655,895円
【所在】五條市近内町1407-3　　　 【 面 積 】		 438.82㎡ 共有　持分:1/2【固定資産税の課税評価額】 		898,483円

地上権・賃借権 該当なし

建　物

【所在】五條市丹原町684 【床面積】 109.58㎡
【固定資産税の課税評価額】		 130,669円
【所在】同 【床面積】	 71.53㎡
【固定資産税の課税評価額】			 85,300円
【所在】同 【床面積】	 38.18㎡
【固定資産税の課税評価額】	 45,529円

預　金 7,000,000円 当座･普通預金を除く
貯　金 該当なし 普通貯金を除く
郵便貯金 該当なし 通常郵便貯金を除く
金銭信託 該当なし
有価証券 該当なし

株	券

【銘柄】オックスホールディングス 【株数】		　　300株
アイビーダイワ 5,000株
伊藤忠テクノソリューションズ 100株
エス・サイエンス 50,000株
ヤマシナ 31,000株
サイレックス・テクノロジー 6株
日本電気 375株
山水電気 80,000株
森電機 28,000株
ホロン 3株
マミヤ・オーピー 8,000株
ジェイ	エフ	イー	ホールディングス 100株
日本アジア投資 1,000株
日成ビルド工業 1,000株
中国人寿保険 10,000株
千年の杜 14,900株

自動車 【種類】普通自動車 【数量】1
取得価格が100万円を超えるも
のに限る

船　舶 該当なし
航空機 該当なし
美術工芸品 該当なし
ゴルフ場の利用に関する権利 奈良カントリークラブ 譲渡することができるものに限る
貸付金 該当なし 生計を一にする親族に対するもの

を除く借入金 47,000,000円
　※本人が有するものに限る。

■問合先　秘書課　本（内線２０２）

�



五條市消防本部　☎22・3310

　このほど、県立五條病院において大規模災害を想定し
たトリアージ訓練を実施しました。
		トリアージとは多数の負傷者が発生した場合に、負傷
者の緊急度や重症度を判断し搬送や治療に優先順を付け、
一人でも多くの人を救命するために行われるものです。
　今回は大型観光バスが横転し多数の負傷者が発生した
との想定で、五條市消防本部と県立五條病院とが連携。
参加した救急隊員および医師は、実際の現場を想定して
熱心に取り組みました。

実際の事故現場を想定
県立五條病院でトリアージ訓練

　このほどカルム五條において、五條市消防本部・県立
五條病院が共催し「あなたが救える命」と題して市民健
康セミナーを開催しまた。
		１１０人の参加者は県立五條病院医師による講演や五
條市消防本部救急隊員による心肺蘇

そ

生
せい

法の実演、ＡＥＤ
（自動体外式除細動器）の使用方法について熱心に聞き
入っていました。

あなたが救える命
市民健康セミナー開催

五條警察署からのお願い
指名手配被疑者の検挙に御協力を！
　平成１９年９月末現在、全国の警察から指名手配されて
いる者は、警察庁指定特別手配被疑者として地下鉄サリン
事件などで特別手配しているオウム真理教関係被疑者３人
を始め、約１，９００人に上っており、これらの被疑者は、
殺人、強盗等の凶悪事件や窃盗事件、詐欺等の知能犯事件
等で全国手配されており、早期に検挙しなければ、再び犯
行を繰り返すおそれがあります。
		警察では、１１月に、全国警察の総力を挙げて、指名手配
被疑者の追跡捜査を実施しますが、国民の皆様の御協力な
くしては、被疑者検挙を期待することはできません。
　皆様、指名手配被疑者によく似た人を見掛けたといった
情報など、どんなわずかな情報でも結構ですので、警察に
通報していただくようお願いいたします。

■問合先　五條警察署　☎２３・０１１０
　　　　　　　　　　　フリーダイヤル　０１２０・００６・０２４
　　　　　《警察庁指名手配サイト・・・「警察庁ホームページ」http://www.npa.go.jp/》

　凶悪なテロ行為である地下鉄サリン事件の発生から
１２年をむかえますが、平田信、高橋克也および菊池
直子のオウム真理教関係特別手配被疑者３人は依然と
して逃亡中です。
　あたなの貴重な情報が、逮捕の手がかりにつながり
ます。

この顔にピンときたら１１０番！！

平田　信（ひらた	まこと）
昭和４０年３月２７日生
１８３cm位
逮捕監禁致死、
爆発物取締罰則違反

高橋克也（たかはし	かつや）
昭和３３年４月２６日生
１７３cm位
殺人・同未遂、
逮捕監禁致死

菊池直子（きくち	なおこ）
昭和４６年１２月９日生
１５９cm位
殺人・同未遂

�消防トピックス　　



こんにちは
エリック・コズィオール
クリストファー・カリーク
外国語指導助手（ALT）

です

はじめまして！　五條の皆さんへ
　エリック・コズィオールです。（写真右）
　これから何年も、この広報に記事を書きたいです。今回がその一回目で
す！！五條に住んでまだ、わずかですがとても幸せです。これまでに会っ
た人々は皆すばらしく、早くすべての皆さんにも会いたいとワクワクして
います。私は新しい小学校ＡＬＴ（外国語指導助手）です。とっても大切
な仕事だと信じています。それで、五條市の子供たちのために、最善を
尽くすことをお約束します。同時に地域社会の一員になることも楽しみ
です。もうすぐバレーボールのクラブに入りたいと思っています。それで、
だれかボールの扱いがわかる人、是非一緒に練習してください。
　私はアメリカ、ニュージャージー州のブリジトンという町から来まし
た。ブリジトンは農場やリンゴ、桃の木がいっぱいで、そして牛がたく
さんいる小さな町です。五條よりもっと田舎ですよ！僕はたくさんの趣
味がありますが時間がほとんどありません！読書が好きです。日本語を
勉強するのも好きです。（今、日本語でハリー・ポッターを読み始めまし
たよ！）他にも書き物をしたり、ジャグリングしたり、音楽を聴いたり、
映画見たり、ビデオ・ゲームをしたり、そしてもちろん、カラオケに行っ
たりするのが好きです。
　五條に暮らしてワクワクしています。これからの生活が楽しみです。で
は、また次回に。

　クリストファー・カリークです。（写真左）
　カナダを離れるとき、日本でどんなことが待ち受けているかわかりませ
んでした。そして日本語ができないということがとても不安でした。でも
月日がたつにつれて地域に慣れ、五條市民としての意識も深まり、太平
洋を越えての引っ越しが想像していたほども大変ではないと知りました。
　人口が五條の約半分しかない町に育ったので、五條という小さな市の環
境に慣れるのは苦労がありません。アパートのベランダから周りの景色を
見るとき、これまで見てきた中でも最も美しい景色の一つだと私は思い
ます。四方を深い緑の山々に囲まれ、建築物はこの上なく素晴らしい姿
です。正直に言いますと、カナダからの旅は私を少々センチメンタルに
もしました。でもこちらに来られて、こんなにうれしいことはありません。
そして五條を私の新しい郷里と呼べることにとても満足しています。

＊この記事は、ＡＬＴの書いた英文を訳したものです。
　英語版は中央公民館にあります。

地域の子どもは地域で守ろう
どの子にも「うちの子」という
気持ちをもって
　気にかけ
　　　目をかけ
　　　　　声をかけ
みんなで子どもを守りましょう

■問合先　青少年センター　☎２４・３００４

知らない人に
　ついていかない

悪いさそいや車にのらない

おお声を出す

すぐにげる

おとなの人にしらせる

一人で遊ばない

出かける前におうちの人に
「だれと」「どこへ行くのか」を言う

�



吉野川大川橋下流に設置された「やな場」

「やな」でアユをとる子供たち（上・下）

健闘した牧野クラブのみなさん

リチャードさん（左奥）と参加者

秋の風物詩

　「古事記」や「日本書紀」にも記されている秋の風物詩、吉野
川の「やな場」が設置され、９月16日にオープニングセレモ
ニー（吉野川やな漁保存会主催）が行われました。式典には約
150人が参加。ちべん保育園の園児がやな漁を体験し、大き
な歓声をあげアユを拾いました。
　また、今年の「やな漁」のポスターには、五條市出身の漫画
家楳図かずおさんの「まことちゃん」が登場し、「やな漁」および
五條市観光のＰＲに花を添えました。
　「やな」は10月下旬まで設置され、見学や体験をすることが
できます。また桟敷も設けられ、アユ料理を食することがで
きます。

■「やな漁」に関する問合先
　吉野川やな漁保存会（五條市漁業協同組合内）
　☎２５・３０７７

吉野川に「やな」設置

牧野クラブ　ベスト８

　今夏、東京で開かれた全日本バレーボール小学生大
会で奈良県代表として出場し、健闘した牧野クラブは
ベスト８に残る快挙で敢闘賞を手にしました。
　なお、牧野クラブでは男女新入部員を募集していま
す。五條市在住で小学４年生以下の健康な方ならどな
たでも結構です。
■見学等の問合先　牧野クラブ（岡本）
　　　　　　　　　☎０９０・３６７８・０１８４

サントリーカップ

英語活動の技能向上を

　国際社会を生きる子供たちを育てるためには、欠くことの
できなくなってきた、小学校の英語活動において、先生たち
の力量向上を目的に、このほど英語活動の講習会が開催され
ました。
　この講習会は市小学校教科等研究会の主催で、「元気イング
リッシュワークショップ」と名付けられ、ゲンキ・イングリッ
シュ主宰のリチャード・グレアン氏を講師に招き行われまし
た。参加した先生たちは、リチャードさんの指導のもと、模
擬授業などを行い、一時間の英語活動の時間を、学級担任だ
けで授業できる力を養いました。

小学校教員に講習会

�五條ニュース五條ニュース



ちべん保育園の子供たちと吉野市長

今井で交通安全街頭啓発 天誅組の志士に扮して交通安全を呼びかける吉野市長

山本会長より目録が手渡される

吉野川河川敷でゴミを拾う参加者

スポーツタオルが贈られる

　先日、五條ロータリークラブ（山本陽一会長）が創立
５０周年を迎えるにあたり、その記念としてチャレン
ジウォーク２００７実行委員会に対して、スポーツタ
オルが寄贈されました。
　なお、このタオルは１０月２１日に開催するチャレ
ンジウォーク２００７の参加者に配布されます。

地域に恩返し

　奈良トヨタ自動車は１０月１０日、県内８か所で「第
１６回クリーンキャンペーン」を実施、市内でも五條店、
吉野店の社員や関係者２６人が参加し汗を流しました。
　この日は、吉野川大川橋下流の河川敷に集合。捨て
られている空き缶等のゴミを拾い集めました。参加者
は「この活動によって、地域の皆さんによろこんでもら
えれば」と話していました。	

奈良トヨタ自動車・クリーンキャンペーン

交通事故のない社会を目指して

　９月２１日から３０日までの１０日間、秋の交通安
全県民運動が実施され、五條市でも悲惨な事故をなく
すようさまざまな運動が実施されました。
　初日の２１日には野原公民館で秋の交通安全県民運
動出発式が行われ、交通安全に尽力した功労者に表彰
状が贈られました。また、ちべん保育園の園児による
交通安全演技が行われ、この運動を盛り上げました。
また、翌２２日には、今井５丁目の国道２４号において、
交通安全街頭啓発が行われ、天誅組の志士に扮した吉
野市長がドライバーに交通安全を呼びかけました。

秋の交通安全運動

チャレンジウォークの記念品として
五條ロータリークラブより

�



　平成２０年度市・私立の保育所（園）入所募集を行います。
■入所基準
　児童の保護者が、次のいずれかに該当し、かつ同居親族その他の人が、児童を保育することができないと認め
られる場合。
　①　家庭外で働いている場合
　②　家庭内で児童と離れて家事以外の仕事をしている場合
　③　妊娠中または出産後間がない場合
　④　疾病や負傷、または精神もしくは身体に障害を有している場合
　⑤　長期にわたり疾病の状態、または精神もしくは身体に障害がある同居の親族を常時介護している場合
　⑥　震災、風水害、火災その他の災害の復旧にあたっている場合
　⑦　①から⑥までに類する状態の場合
■対象　平成１４年４月２日から平成１９年４月１日までの出生児
　○満１歳児から保育を実施している保育所
　　五條・宇智野・北宇智・南宇智・牧野・岡保育所
　○満１０か月児から保育を実施している保育園
　　なかよし保育園
　○満７か月児から保育を実施している保育園
　　ちべん保育園

＊延長保育を希望する場合は、個々に入所する保育所で相談のうえ、時間延長申込書を提出してください。
＊延長実施保育所（１１時間以上開所）は宇智野・南宇智・牧野・岡・北宇智・なかよし・ちべん保育所（園）の７
か所です。
＊城戸保育所への申し込み対象は西吉野町居住者、大塔保育所への申し込み対象者は大塔町居住者に限ります。
■受付日　１０月２４日（水）、２５日（木）午前９時～午後４時
■申込方法　入所を希望する保育所（園）へ申し込んでください。
＊受付当日、印鑑を持参してください。
＊申請書は各保育所（園）にあります。
＊その他必要資料は申込時に保育所（園）で確認してください。
■問合先　各保育所（園）
　　　　　児童福祉課　本（内線３４９）

■公・私立保育所（園）名称および定員
名　　　　称 定　員 所　在　地 電話番号

市立 五條保育所 ７５人 五條３丁目２−４４ ２２・２１８４
宇智野保育所 １３０人 今井３丁目３−２０ ２２・３１５７
北宇智保育所 １３０人 近内町７３１ ２２・１１１０
阿太保育所 ４５人 原町２６４ ２２・７４５１
南宇智保育所 ９０人 霊安寺町１８３３ ２２・２３１８
阪合部保育所 ６０人 中町３１５−１ ２２・５１１６
二見保育所 ９０人 二見４丁目１−１０ ２２・４６６６
牧野保育所 １４０人 中之町８０８−１ ２２・５０８５
岡保育所 ６０人 岡町４９１ ２２・４１９４
城戸保育所 ３０人 西吉野町川岸３３８ ３３・０１２３
大塔保育所 ２０人 大塔町辻堂１１２ ３６・０２２８

私立 ちべん保育園 １２０人 野原西２丁目８−８ ２２・３８４５
なかよし保育園 １５０人 岡町７６４ ２４・４１１５

市立・私立保育所（園）入所者募集
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セアカゴケグモ

市立３幼稚園（五條幼稚園・賀名生幼稚園・白銀北幼稚園）
の新入園児を募集します
　平成２０年度新入園児の募集を次の要領で行います。
■募集人数
幼稚園名 ３年保育年少児 ２年保育年中児 １年保育年長児

五條幼稚園 ６０人 ２３人 ４４人
賀名生幼稚園 ２０人 ２５人 ２４人
白銀北幼稚園 ２０人 ２５人 ２３人
※ただし、募集人員をこえた場合は抽選で決定します。
■対象
　３年保育年少児＝平成１６年４月２日から平成１７年４月１日までに生まれた子供
　２年保育年中児＝平成１５年４月２日から平成１６年４月１日までに生まれた子供
　１年保育年長児＝平成１４年４月２日から平成１５年４月１日までに生まれた子供
■受付日　１０月２２日（月）、２３日（火）午前９時～午後４時
＊両日とも各園（五條幼稚園・賀名生幼稚園・白銀北幼稚園）で行います。
＊入園願書は、各園または五條市教育委員会事務局教育総務課および西吉野支所住民課にあります。受付当日印
鑑を持参してください。
■一日体験入園
　▽実施日　１１月７日（水）
　▽場所　五條幼稚園、賀名生幼稚園、白銀北幼稚園　
　※詳細は、願書受付日にお知らせします。
■問合先
　五條幼稚園　（本町３丁目１−１３）　　　☎２２・２２５０
　賀名生幼稚園（西吉野町和田１９４−１）　☎３２・００２３
　白銀北幼稚園（西吉野町奥谷１８５０）　　☎３４・０７２２

セアカゴケグモにご注意！
　セアカゴケグモが９月１８日午前９時ごろ、野原西４丁目地内で発見されました。
　内吉野保健所および五條市では、平成１５年の発見以降毎年定期的に駆除を行っていますが、野原地区で発見
されたのは今回が初めてのため、市民の皆さんに注意を喚起しています。
　セアカゴケグモは毒性の強いクモですが、攻撃性もなくおとなしいクモです。素手でさわらない限り、かまれ
ることはありません。

■クモの特徴
・メスは７～１０ミリ、オスは４～５ミリ（脚を含まない体長）。
　全体的に黒っぽい褐色。腹部背面に赤色の縦すじ模様があり、
　腹側には四角または砂時計型の赤色の模様がある。

■生息場所
・日当たりが良く、暖かなところ。
・昆虫や小動物などのえさが豊富なところ。
・巣をはる適当なすき間があるところ。
・側溝のフタの裏側などに多い。

■対処の仕方
・素手では触らないように注意する。（溝の掃除や草刈などの時には、手袋をする）
・足で踏みつぶす。
・卵は完全に踏みつぶすか、焼却処分する。
・万一かまれたときは、患部を温水や石けん水で洗い落とす。
・出血がある場合は、包帯や止血帯はせずに必ず病院へ行く。その際、かんだクモを病院へ持参する。

■連絡・問合先
　五條市役所生活環境課　本（内線３９１、３８８）
　奈良県内吉野保健所地域生活課　☎２２・３０５１
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木造住宅の耐震診断を助成します
　阪神淡路大震災では、昭和５６年５月以前の旧耐震基準で建てられた木造住宅が多数倒壊し、甚大な被害が発生し
ました。このことから五條市では、大規模地震に備えた地域作りの第一歩として、木造住宅の耐震診断事業を実施し
ています。

■耐震診断は次の条件に該当する家屋を対象とします。
　①昭和５６年５月３１日以前に建築された在来軸組工法の木造住宅。
　②延べ床面積２５０㎡以下。
　③地階を除く階数が２以下のもの。
　④その他の条件に関しては問い合わせてください。
■診断の経費は一件１万円です
　耐震診断料３万円のうち２万円を補助します。
■その他
▽申請に関する書類などは庶務課で配布します。申請を希望する場合はまず庶務課に連絡してください。
▽耐震診断は耐震診断技術者として奈良県に登録された診断員が自宅に訪問して行います。直接業者に依頼した耐震
診断は補助の対象になりませんので注意してください。
▽件数に限りがありますので、希望する場合は早めに申請を行ってください。
▽申請締切　１０月３１日（水）

■申込・問合先　庶務課交通防災係　本（内線２３６）

◎奈良県では「講演会・あなたの住まいは大丈夫？−地震に備えてわが家の診断を−」を10月22日（月）午後１時30分
から桜井市立図書館（桜井市大字河西31）で開催します。定員は300人（先着順）、参加費は無料。詳細については、
奈良県庁建設課まちづくり推進課（☎０７４２・２７・７５６１）へ問い合わせてください。

浄化槽　維持管理できていますか？
１０月１日は「浄化槽の日」
　水環境の悪化を防ぐためには、浄化槽を適切に維持管理しなければなりません。
　設置者に次のような維持管理が浄化槽法第１０条の規定により義務付けられています。

①定期的な清掃
　浄化槽は微生物の力により汚水を処理するため、適正に使用していても１年程度経過すると、微生物の死がいや汚
泥がたまり浄化槽の働きが衰えます。そこで汚泥等を引き抜き除去したり機械類を洗浄するのが清掃です。そのため、
年１回以上の清掃をすることが法律で義務付けられています。

②浄化槽の保守点検
　４か月に１回、浄化槽内の装置の調整、修理、消毒剤の補充を行わなければなりません。この作業については奈良
県知事の登録を受けた浄化槽保守点検業者に依頼してください。
▽保守点検に関する問合先
　奈良県生活環境部環境政策課　☎０７４２・２７・８７３７

③罰則
　清掃や保守点検等に関係する違反行為には罰則があります。
　保守点検や清掃が定められた基準に従っていないとして知事が改善措置や使用停止を命じることがあります。また
この命令に違反すると処罰されることもあります。

▼浄化槽法（抜粋）
（浄化槽管理者の義務）	
第十条	　浄化槽管理者は、環境省令で定めるところにより、毎年一回（環境省令で定める場合にあつては、環境省令で定める回数）、浄化槽
の保守点検及び浄化槽の清掃をしなければならない。	
２	　政令で定める規模の浄化槽の浄化槽管理者は、当該浄化槽の保守点検及び清掃に関する技術上の業務を担当させるため、環境省令で定
める資格を有する技術管理者（以下「技術管理者」という。）を置かなければならない。ただし、自ら技術管理者として管理する浄化槽について
は、この限りでない。	
３	　浄化槽管理者は、浄化槽の保守点検を、第四十八条第一項の規定により条例で浄化槽の保守点検を業とする者の登録制度が設けられて
いる場合には当該登録を受けた者に、若しくは当該登録制度が設けられていない場合には浄化槽管理士に、又は浄化槽の清掃を浄化槽清掃
業者に委託することができる。

■問合先　生活環境課　本（内線３８８）
　　　　　奈良県内吉野保健所地域生活課　☎２２・３０５１
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老人憩の家では、次のとおり送迎バスを運行していますので、ご利用ください。

■送迎バスコース・日程（コースは順不同）
Ａコース
戎神社バス停・長屋門駐車場・五條消防署・木ノ原会館・大沢町集会所・牧野公民館・田
園５丁目南バス停・上之集会所・田園２丁目バス停・田園３丁目バス停・田園４丁目バス停・
八幡神社・田園１丁目バス停・岡バス停・まんりょう池

１０月２６日（金）
１１月１９日（月）
１２月１０日（月）

Ｂコース
西河内上集会所・久留野町会館・小和町自治会館・北宇智公民館・出屋敷町入口・エルベ
タウンコミュニティハウス・住川バス停・宇野バス停・五條バスセンター・五条駅・上野
商店・杉中写真館

１０月１９日（金）
１１月　５日（月）
１２月１４日（金）

Ｃコース
大野新田町集会所・三在バス停・山田口バス停・阿太小学校バス停・八田バス停・六倉バス停・
野原東住民センター・池芝バス停・走井バス停・大川橋南詰バス停・良峯バス停・生子バス停・
丹原バス停・御山町集会場

１０月２９日（月）
１１月１２日（月）
１２月　７日（金）

Ｄコース
井上内親王宇智陵・樫辻町集会所・割烹まつもと・大深バス停・火打町バス停・相谷集会所・
大津バス停・阪合部文化会館・犬飼バス停・国道犬飼バス停・山野原バス停・大和二見駅・
寒川医院・吉野川浄化センター　

１０月１５日（月）
１１月　９日（金）
１２月　３日（月）

Ｅコース
大塔町辻堂南バス停・小代下バス停・阪本バス停・天辻バス停・坂巻バス停・城戸バス停・
大日川バス停・賀名生和田バス停・老野南口バス停

１０月１２日（金）
１１月３０日（金）
１２月１７日（月）

■利用方法
　送迎バスを利用する際は２日前までに予約を行ってください。
・予約は氏名、電話番号、乗車場所を申し出てください
・乗車時間は予約状況により調整し、後日連絡します
・予約のある乗車場所にのみ停車します
・帰りのバスは、午後３時に出発します
・予約のない場合は運休します
■その他
・利用は午前９時から午後５時まで、対象は６０歳以上の人
・カラオケ・マッサージ機等は、自由に利用できます。ただしカラオケは午後４時までの利用となります。
■申込・問合先　老人憩の家		五條市霊安寺町２２０５　☎２３・０４３１

老人憩の家の送迎バスを運行します

　市役所本・支所担当窓口、取扱金融機関および郵便
局で納付してください。
　納税は便利で確実な口座振替（自動払込）をご利用
ください。
　納期限は10月31日（水）です。

■問合先
　税務課徴収係　本（内線２５９、２６０）	
　保険課保険税係　本（内線２６６、３６８）	

10月は

市・県民税（3期）

国民健康保険税（4期）

の納期です。
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　五條市と河内長野市、橋本市では、互いの地域交流を促進するため平成
１８年度よりスタンプラリーを行っています。観光名所や施設に設置した
スタンプを各市２つずつ集めて応募すると、抽選で三市の特産品などの賞
品をプレゼントします。

五條地区第36回 五條市文化祭
11月３日（土）・４日（日）
　１１月３日（土）、４日（日）の２日間、中央公民館、市民会館および中央体育館で「第３６回五條市文化祭」を開
催します。
○舞台発表等
■１１月３日（土）

市民会館玄関前 文化祭開会行事
（午前９時30分～10時）

市制施行50周年記念オープニングイベント
（午前10時～11時40分）

市民会館大ホール

発表第１部（午後１時～４時50分）
　女声合唱・混声合唱（午後１時）
　朗読（午後１時４０分）
　詩吟（午後２時１０分）
　銭太鼓（午後２時５０分）
　日本舞踊（午後３時１０分）
　児童合唱（午後３時５０分）
　手話（午後４時１０分）

市民会館２階会議室 　謡曲（午前１０時～午後４時）

■１１月４日（日）

市民会館大ホール

発表第２部（午前11時40分～午後４時）
　和太鼓（午前11時40分）
　大正琴（正午）
　子供朗読（午後０時40分）
　民踊（午後１時20分）
　筝・尺八（午後１時40分）
　新舞踊（午後２時10分）
　着付（午後２時50分）
　吹奏楽（午後３時30分）

○展示等
■１１月３日（土）	　午前９時３０分～午後５時
　１１月４日（日）	　午前９時～午後４時

中央公民館
盆栽、生け花・呈茶席、写真、押絵、
茶席（本席）、工芸（造花・組紐・洋裁・
その他）、書道

市民会館 五條郵趣会・環境問題展示、謡曲、洋画・
彫塑等、日本画・絵手紙

中央体育館 市内保幼小中児童生徒の図画・習字作
品展示

■応募締切　１２月２８日（金）
■スタンプ設置場所（五條市内）　五條文化博物館、まちなみ伝承館、西吉野きすみ館、賀名生の里歴史民俗資料館、
道の駅「吉野路大塔」、大塔温泉「夢乃湯」、柿博物館（その他の場所など詳細についてはパンフレット、ホームペー
ジ等で確認してください）
■応募方法　スタンプを押した応募用紙に、必要事項を記入して河内長野市企画課へ郵送するか【１２月２８日
（金）当日消印有効】または、１２月２８日（金）までに市役所本庁企画調整課の応募箱へ入れてください。
＊応募用紙は、上記スタンプ設置場所および市役所本庁総合案内窓口で配布します。
■問合先　企画調整課　本（内線２１４）

■問合先　生涯学習課社会教育係　本（内線８２４、８２５）

第60回カンヌ国際映画祭グランプリ作品

『殯（もがり）の森』上映（入場無料）
監督　河瀬　直美　さん（奈良県出身）
主演　尾野真千子　さん（五條市西吉野町出身）
▽時間　午前10時～11時40分
▽場所　市民会館大ホール
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上島野遺跡で採集された縄文土器

報五條４月号より６回にわたり、五條に深く関
かか

わった松倉豊
後守重政の物語を書いてきました。松倉重政は、文武に秀でた戦国
武将であり、関ヶ原の戦と、大坂夏の陣では赫

かっ

々
かく

たる武勲をあげて
います。慶長１３（１６０８）年、徳川家康の命により、大名として
二見城に入部しましたが、二見村と五條村の間に、諸役免許して商
人を集め、商業の中心となる新町を創設しました。さらに、江戸幕
府からの信任厚く、西国大名のお目付として元和２（１６１６）年、
４万３千石の島原領主として移封されたときも、天下の名城島原城
とその城下町を７年の歳月をかけて築城しています。
　来る、平成２０（２００８）年は、松倉豊後守重政が大和五條の二
見城に入城し、新町を創設して４００年目の記念の年となります。
重政の偉業を顕彰し、五條で育

はぐぐ

まれた近世町民の歴史と文化の交流
を、広く皆様にお伝えするため、「新町と松倉豊後守重政４００年記
念事業実行委員会」を立ち上げ活動を開始しております。
　今回は、今後予定されている主な記念事業について説明させてい
ただきます。

　まず、本年１０月２７日（土）午後２時より以下の講演会を開催い
たします。
☆記念講演会「近世五條の魅力」（仮題）
　■日時　１０月２７日（土）午後２時～４時
　■場所　二見公民館
　■講師　谷山正道先生（天理大学文学部教授）

　次に、平成２０年記念の年の主な事業、現在実行委員会で計画中
のものを紹介します。

☆「松倉祭り」
　江戸時代の古文書に新町の町民が、松倉豊後守重政に感謝をこめ
て、松倉祭りをおこなったとの記録が残っています。お祭りの具体
的な姿は現在に伝わっていませんが、４００年を記念してこのお祭
りを再興し、市民の皆様にもご参加いただき、はるか松倉重政の遺
徳を偲

しの

び、感謝の想
おも

いを表現したいと考えております。
☆「顕彰碑の建立」
　松倉豊後守重政が二見城入城以来、五條における治世はわずか８
年間でありましたが、新町の創設をはじめ、商業都市五條の礎を築
いた功績はまことに大きいものがありました。松倉重政の功績を讃

たた

えるため、顕彰碑の建立を企画しています。
☆「記念誌発刊」
　新町と松倉豊後守重政４００年記念の中心的事業として「新町と
松倉豊後守重政４００年記念誌」の発刊を予定しています。松倉重
政の一代記、新町の創設、町民の自治の歴史、水陸交通の要衝とし
て栄えた五條の歴史、五條代官所の設置、現在の五條まで、遺

のこ

され
た豊富な文書、資料を後世に伝えるべく、重厚な歴史書としての記
念誌を編

へん

纂
さん

しようと事業を開始しました。
☆「記念式典」・「法要」・「記念講演会・研修会」
　平成20年11月16日（日）に記念の年の締めくくりとして「記念式
典」と「法要」を予定しており、「記念講演会・研修会」なども逐次企画
しております。
☆「新町と松倉豊後守重政４００年記念事業」ホームページを設置し
て、案内を開始しました。４月より広報五條に掲載された文章も
資料として紹介しています。　

　ホームページアドレス　http：//www.gojo.ne.jp/matsukura/
■問合先　新町と松倉豊後守重政４００年記念事業実行委員会事務

局（まちや館内）　☎・FAX２３・２２０３（月・木曜日休館）

第７回
「新町と松倉豊後守重政400年記念
事業」

（新町と松倉豊後守重政４００年記念事業実行委員会委員長　槇野久春）

五條地区市立五條文化博物館　平成19年度秋季特別展

五條探究50年−収集された考古遺物ー
　五條に生まれ育った故・堤昭二氏（１９２７～１９９９年）は、小
学校教員としての本務の傍ら、五條市内外の古代遺跡を精力的に踏
査し、考古遺物を発見しました。今回は氏の収集品の中から、五條
とその周辺の古代史を明らかにするうえで重要な資料を展示しま
す。
■会期　１０月２７日（土）～１２月２日（日）
　　　　※毎週月曜日は休館
　　　　午前９時～午後５時（入館受付は午後４時３０分まで）
■会場　市立五條文化博物館３階特別展示室
■内容（展示で取り上げる遺跡）
【五條市内】上島野遺跡、東阿田稲口・切畑遺跡、野原遺跡、中遺跡、
近内鑵子塚古墳、引ノ山古墳群、古ヤシキ（西山）瓦窯跡など
【五條市外】佐名伝遺跡（吉野郡大淀町）、巨勢山古墳群（御所市）、岩
橋千塚古墳群（和歌山市）など	
■観覧料　大人３００円、高校・大学生２００円、小・中学生
１５０円
※２０人以上の団体は、それぞれ２割引。
　小学生未満、毎週土曜日の小中養高生、６５歳以上、障害者・介
添者は無料。
※１１月１７日（土）・１８日（日）は、関西文化の日として無料。
■学芸員による展示解説　１１月３日（土・祝）、２５日（日）午後２
時～２時３０分
■その他　無料シャトルバスを会期中の日曜日と祝日に、ＪＲ五条駅北口と博物館の間で運行します。
　　　　　（ＪＲ五条駅北口発　10:35､11:35､12:35､13:35､14:35）
■問合先　市立五條文化博物館　☎２４・２０１１

広
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成人対象
大腸がん検診 　近年 “大腸がん”が目立って増加してきています。恐ろしいがんから身を守るには、早期発見と早

期治療が大切です。
■日時・場所　別表の通り
■対象者　市内に在住する４０歳以上の人（平成２０年３月３１日までに４０歳になる人を含む）
※ただし、平成１９年４月以降に市の検診で便潜血検査を受診した人は受けられません。
■費用　《２回分検査時》２００円、《１回分検査時》１００円（容器回収時に支払ってください）
※７０歳以上の人は無料です。
■検査方法　この検診は、肉眼では見えない血が便の中に混じっていないかを調べます。申込者には、
２回分の便を採る容器と問診票を郵送しますので、指定日に便を採り回収日に会場へ持参してください。
■申込方法　検診日の７日前までに申し込んでください。昨年に受診した人は、申し込みは不要です。
■問合先　保健福祉センター成人保健係（内線２９０）
《別表》容器回収日程

実施日 時間 場所
１１月　６日（火） 午前　９時００分～　９時２０分 大津町集会所前

午前　９時４０分～１０時００分 火打町集会所前
午前１０時１５分～１０時３０分 山陰町集会所前
午前１０時４５分～１１時１５分 阪合部文化会館

１１月　７日（水） 午前　９時００分～　９時１０分 御山町集会所前
午前　９時３０分～　９時４０分 丹原構造改善センター前
午前１０時１０分～１０時３０分 南宇智公民館
午前１１時００分～１１時３０分 カルム五條

１１月　８日（木） 午前　９時００分～　９時１０分 岡口コミュニティセンター前
午前　９時３０分～　９時４５分 須恵公民館
午前１０時００分～１０時２０分 五條文化会館
午前１０時４０分～１１時００分 東田中会館

１１月　９日（金） 午前　９時００分～　９時２０分 二見公民館
午前　９時４０分～　９時５０分 新町公民館前
午前１０時２０分～１０時３０分 大沢町集会所前
午前１０時５０分～１１時１０分 牧野公民館

１１月１９日（月） 午前　９時００分～　９時１５分 住川会館
午前　９時３０分～　９時５０分 北宇智公民館
午前１０時１０分～１０時２０分 久留野町集会所前
午前１０時４０分～１０時５０分 越替集会所前
午前１１時２０分～１１時４０分 宇智公民館

１１月２０日（火） 午前　９時００分～　９時１０分 五條市市民会館
午前　９時３０分～　９時４０分 田園５丁目集会所前
午前１０時００分～１０時２０分 田園公民館
午前１０時５０分～１１時００分 小島町集会所前
午前１１時２０分～１１時３０分 旧宇野会館前

１１月２１日（水） 午前　９時００分～　９時１０分 六倉町集会所前
午前　９時２０分～　９時３０分 島野町集会所前
午前　９時５０分～１０時００分 南阿田町源龍寺下
午前１０時２０分～１０時３０分 原町集会所前
午前１０時５０分～１１時００分 大阿太公民館前
午前１１時２０分～１１時３０分 東阿田町集会所前

骨粗しょう症検診 いつまでも骨美人で健やかな生活をおくるため、骨密度を測定して骨の状態を確認してみませんか。
■日時　別表の通り
■場所　県立五條病院放射線科
■対象者　満２０歳から～６４歳までの人
※ただし次の場合は受診することができません。
・妊娠中の人
・平成１７年・１８年に市の骨粗しょう症の検診を
　受診した人
・過去の健診で「要医療」と判定された人
・現在、骨粗しょう症の治療中の人
■定員　５０人
■費用　７００円
■検査方法　検査は腰ついと、こ関節のレントゲンによって骨密度を測定します。所要時間は１人
３０分間ほどです。なお、検診結果は、後日保健福祉センターで配布します。
■申込方法　１０月３１日（水）までに申し込んでください。申込者には後日、検診の説明書を送付
します。
■問合先　保健福祉センター成人保健係（内線２９０）

カルム五條では、赤ちゃんからお年寄りまで
すべての市民の皆さんの健康相談を受けつけ
ています。
お気軽にご利用ください。

カルム五條（保健福祉センタ−）
☎２２・４００１　内線２８９，２９０
FAX２２・６５８５　　　　　　　

《別表》検診日程
検診日 検査時間帯 定員

１２月　４日（火）午前のみ ８人
１２月　５日（水）午前・午後 １６人
１２月１１日（火）午前のみ ８人
１２月１２日（水）午前・午後 １６人
１２月１８日（火）午前のみ ８人

1�カルムのひろば



催し

み
ん
な
で
、歩き

ま
せ
ん
か
！

　

み
ん
な
で
楽
し
く
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
17
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

田
園
公
民
館
に
集
合

（
雨
天
の
場
合
カ
ル
ム
五
條
体

育
館
）

■
定
員　

30
人

■
内
容　

４
km
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ

■
指
導
者　

五
條
市
運
動
普
及
推

進
員

■
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
、
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
の
で

き
る
も
の
（
雨
天
の
場
合
上
履

き
）

■
申
込
締
切　

11
月
15
日（
木
）ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健

係
本（
内
線
２
９
０
）

ら
く
ら
く
運
動
教
室

　

ら
く
ら
く
運
動
教
室
で
は
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
楽
に
で
き
て

楽
し
い
運
動
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。

■
日
時　

10
月
26
日（
金
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
テ
ー
マ　

ら
く
ら
く
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ

■
指
導
者　

内
田
恵
美
子
先
生

（
健
康
運
動
指
導
士
）、
五
條
市

運
動
普
及
推
進
員

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
、
上
靴
、
水
分
補
給
の
で
き

る
も
の
、
タ
オ
ル

■
申
込
締
切　

10
月
24
日（
水
）ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健

係
本（
内
線
２
９
０
）

健
康
の
た
め
の
料
理
教
室

　

食
べ
る
こ
と
は
、
楽
し
く
ま
た

元
気
の
み
な
も
と
で
す
。
お
い
し

い
も
の
に
出
会
う
と
、
自
然
に
笑

顔
が
こ
ぼ
れ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、

「
好
き
な
も
の
を
好
き
な
だ
け
」食

べ
て
い
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

生
活
習
慣
、
特
に
偏
っ
た
食
習
慣

が
肥
満
や
高
血
圧
、
肝
臓
病
、
動

脈
硬
化
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど

の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。

　

そ
こ
で
毎
日
の
食
事
を
、

ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
や
裏
ワ
ザ

で
、「
お
い
し
く
」し
か
も「
健
康
に

も
よ
い
」料
理
の
方
法
を
調
理
実

習
等
で
見
直
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

10
月
30
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
場
所　

カ
ル
ム
五
條

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
人

（
定
員
20
人
）

■
テ
ー
マ　

上
手
に
減へ

ら
脂し

ま

し
ょ
う

■
指
導
者　

五
條
市
食
生
活
改
善

推
進
員

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き

ん
、
手
拭
い
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具
■
申
込
締
切　

10
月
19
日（
金
）ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健

係
本（
内
線
２
９
０
）

植
物
性
油
脂
で
作
る

石
け
ん
講
座

　
「
手
作
り
お
し
ゃ
れ
講
座
」は
、

自
分
ら
し
く
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
み

た
い
女
性
の
講
座
で
す
。
今
回
は

植
物
性
油
脂
と
苛か

性せ
い

ソ
ー
ダ
で
石

け
ん
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。（
廃

油
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
日
時　

11
月
10
日（
土
）午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

15
人（
五
條
市
に
在
住

ま
た
は
勤
務
す
る
中
学
生
以
上

の
女
性
）

■
テ
ー
マ　

植
物
性
油
脂
で
石
け

ん
を
作
り
ま
し
ょ
う

■
指
導
者　

石
原
め
ぐ
み
先
生

（
り
き
ま
る
石
け
ん
教
室
）

■
参
加
費　

１
，
５
０
０
円（
材
料

費
１
，
２
０
０
円
、
利
用
団
体

連
絡
協
議
会
会
費
３
０
０
円
）

■
持
ち
物　

牛
乳
パ
ッ
ク
、
ゴ
ム

手
袋
、
マ
ス
ク
、
エ
プ
ロ
ン
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
保
温
し

て
持
っ
て
帰
れ
る
袋
や
容
器

■
申
込
方
法　

10
月
31
日（
水
）ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
２
歳
以

上
就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・

無
料
）

■
申
込
・
問
合
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
２
４
・
２
０
０
１

ち
ぎ
り
絵
講
座

　

季
節
の
花
や
風
物
詩
を
ち
ぎ
り

絵
で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

11
月
16
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
定
員　

20
人（
五
條
市
に
在
住

ま
た
は
勤
務
す
る
成
人
）

■
テ
ー
マ　

干え

支と

の
ち
ぎ
り
絵

「
子（
ネ
ズ
ミ
）」

■
指
導
者　

稲
葉
孝
子
先
生

（
し
ゅ
ん
こ
う
ち
ぎ
り
絵
講
師
）

■
参
加
費　

２
，
０
０
０
円（
材
料

費
１
，
７
０
０
円
、
利
用
団
体

連
絡
協
議
会
会
費
３
０
０
円
）

※
作
品
を
追
加
す
る
場
合
は
、
別

途
材
料
費
が
必
要
で
す
。

■
持
ち
物　

工
作
の
り
、
は
さ
み
、

鉛
筆
、
筆（
小
）、
ピ
ン
セ
ッ
ト
、

鉄
筆（
イ
ン
ク
の
出
な
い
ボ
ー

ル
ペ
ン
）、
お
し
ぼ
り
、
ゴ
ミ

袋
■
申
込
方
法　

10
月
31
日（
水
）ま

で
に
参
加
費
を
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

託
児
あ
り
（
２
歳
以

上
就
学
前
の
幼
児
・
要
予
約
・

無
料
）

■
申
込
・
問
合
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
２
４
・
２
０
０
１

危
険
物
取
扱
者保

安
講
習
会

■
講
習
日

　
《
北
部
》11
月
26
日（
月
）

　
《
南
部
》11
月
21
日（
水
）

■
場
所

　
《
北
部
》奈
良
県
中
小
企
業
会
館

（
奈
良
市
）

　
《
南
部
》	

奈
良
県
広
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
（
大
和
高
田
市
）

■
申
込
受
付
期
間　

10
月
22
日

（
月
）
～
30
日（
火
）

■
そ
の
他　

受
講
申
請
書
は
、
五

條
市
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
。

■
問
合
先

　

五
條
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
２
２
・
３
３
１
０

第
13
回　

な
ら
・
ヒ
ュ
ー

マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

同
和
問
題
を
は
じ
め
、
あ
ら

1�



し尿くみ取りのお知らせ
〈大塔地区〉

　11月のくみ取りについては、次の日程で
実施する予定です。希望する場合は業者へ
直接依頼してください。

11月９日（金）・27日（火）
※当日の受付はできません。
■申込・問合先　ダイワクリーンサービス
　　　　　　　　☎０７４５・５２・３３７２

コメディNo.1横山たかし・ひろし

レツゴー長作シンクタンク

ゆ
る
人
権
問
題
を
イ
ベ
ン
ト
や
資

料
展
示
を
通
し
て
考
え
る
催
し
で

す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
北
部
会
場

▽
日
時　

10
月
20
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

な
ら
１
０
０
年
会
館

（
奈
良
市
三
条
宮
前
町
７
ー
１
、

Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
）

▽
内
容　

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

（
前
川
裕
美
さ
ん
）、
ジ
ャ
ズ
コ

ン
サ
ー
ト
、
落
語
、
バ
サ
ラ
踊

り
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
、

物
産
展
、
模
擬
店
、
展
示
等

■
中
南
部
会
場

▽
日
時　

10
月
27
日（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

大
和
高
田
さ
ざ
ん
か

ホ
ー
ル
（
大
和
高
田
市
本
郷
町

６
ー
３
６
、
Ｊ
Ｒ
高
田
駅
、
近

鉄
大
和
高
田
駅
）

▽
内
容　

落
語
・
講
演（
笑
福
亭

銀
瓶
さ
ん
）、
幼
稚
園
児
手
話

ソ
ン
グ
、
風
船
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
大
道
芸
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク

コ
ー
ナ
ー
、
物
産
展
、
模
擬
店
、

展
示
等

■
入
場
料　

無
料（
託
児
ル
ー
ム･

手
話
通
訳
あ
り
）

■
そ
の
他　

来
場
の
際
は
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
合
先

　

五
條
市
人
権
・
同
和
問
題
啓
発

活
動
推
進
本
部
事
務
局（
五
條

市
役
所
人
権
施
策
課
内
）

　

本（
内
線
２
８
５
、２
８
６
）

　

な
ら
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局

（
奈
良
県
生
活
環
境
部
人
権
施

策
課
内
）

　

☎
０
７
４
２
・
２
７
・
８
７
１
９

新
町
と
松
倉
豊
後
守
重
政

４
０
０
年
記
念
講
演
会

■
日
時　

10
月
27
日（
土
）午
後
２

時
～
４
時（
午
後
１
時
半
開
場
）

■
場
所　

二
見
公
民
館	

　

五
條
市
二
見
２
丁
目
５
ー
１

　

☎
２
２
・
０
４
０
０

■
テ
ー
マ　
「
近
世
五
條
の
魅
力
」

（
仮
題
）

■
講
師　

谷
山
正
道
さ
ん
（
天
理

大
学
文
学
部
教
授
）

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
先

　

新
町
と
松
倉
豊
後
守
重
政

４
０
０
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
事
務
局（
ま
ち
や
館
内
）

　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３
・
２
２
０
３

土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

提
出
期
限
は
契
約
締
結
日

か
ら
２
週
間
以
内
で
す

　

国
土
利
用
計
画
法
は
、
適
正
か

つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
確
保
を

図
る
た
め
土
地
取
引
の
届
出
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

土
地
取
引
に
係
る
契
約（
予
約

を
含
む
。）を
し
た
と
き
は
、
権
利

取
得
者（
例
え
ば
、
買
主
）は
、
２

週
間
以
内
に
土
地
売
買
等
の
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
届
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

▽
市
街
化
区
域２，

０
０
０
㎡　

以
上

▽
市
街
化
調
整
区
域

５
，
０
０
０
㎡　

以
上

▽
都
市
計
画
区
域
外

１
０
，
０
０
０
㎡　

以
上

■
届
出
先

　

届
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
添
付
書
類（
契
約
書
の
写

し
、
地
図
な
ど
）と
と
も
に
、

土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
役
場

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
審
査
内
容

　

土
地
の
利
用
目
的
が
、
土
地
利

用
の
計
画
に
適
合
し
な
い
場
合

に
は
、
利
用
目
的
の
変
更
を
勧

五條市制50周年・ＮＨＫ奈良放送局開局70周年記念
ＮＨＫラジオ「上方演芸会」公開録音観覧者を募集します
　五條市ではＮＨＫ奈良放送局と共催で「上方演芸会」のラジオ公開録
音を開催します。観覧を希望する場合は、往復はがきに必要事項を明
記し申し込んでください。

■日時　１１月９日（金）　午後６時（開場）、午後６時３０分（開演）
■場所　市民会館
■出演　横山たかし・ひろし、シンクタンク
　　　　コメディNo.１、レツゴー長作
■応募方法　郵便往復はがきに①郵便番号②住所③名前④電話番号を
記入し、１０月１５日（月）（必着）までに申し込んでください。
※返信はがきの表面にも必ず郵便番号、住所、氏名を記入してくださ
い。
※応募多数の場合は抽選を行い、当選者にははがき１枚で２人まで入
場できる入場整理券を送付します。（１歳以上の幼児から入場整理券が
必要です。）
■申込先　五條市役所　庶務課「上方演芸会」観覧係
　　　　　〒６３７−８５０１　五條市本町１丁目１番１号
■問合先　庶務課　本（内線２０６、２０８）
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　「広報五條」は原則新聞折り
込み（ただし全国紙等）で配布
します。新聞を購読していない、
または新聞広告等が折り込まれ
ていない世帯については、個別
発送希望の申請を行ってくださ
い。
インターネットの五條市ホームページ
（http://www.city.gojo.lg.jp/）
にも「広報五條」を掲載してい
ます。
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市制50周年記念
５万人の森公園
オープニングセレモニーを
開催します

　１０月１４日（日）に五條市北山町（市立五條文化博物館東側）で市制５０周
年記念５万人の森公園オープニングセレモニーを開催します。当日は各種イ
ベントや模擬店約４０店、フリーマーケット約１００店が出店されます。ま
た、シャトルバスも運行されますので、気軽にお越しください。
　詳細については後日新聞折込などで案内します。

■問合先　公園緑地課　本（内線４０２）
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